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紹介を通して、各診療科の現状と医療者の『医療のこ
ころ』を語る。すなわち医療への情熱、志、理念、ホ
スピタリティなどを平易に文章化する。まずは医療者
の側から「想い」を語り、患者との心理的距離を縮め
る。医師は多忙な診療時間の中で語ることのできない
心的な部分を開陳する。患者の、医療者への人間的理
解が深まることで、コミュニケーションも深化する。
　この内容をホームページにも掲載することで、より
広い市民に情報を到達させ、共感を得る。さらに、情
報誌の取材の過程で情報発信の素材を洗い出し、年に
1回、新聞、テレビ、雑誌で記事化が可能な発表を診
療科毎に行いたい。診療科だけで31科、中央診療部門
でも情報素材を抽出できそうな部門は救命救急セン
ターや画像診断部など10部門は下らない。メディア
に向かって当病院発の情報が月3本発信されれば、当
病院をとりまく情報環境は大きく変わる。まずは情報
発信量の極大化をはかり、その反応としての当病院の
ホームページへのアクセス数の増大を期待する。
　現在、「東京医科大学病院」のキーワードでヤフーを
検索すると、当院は全大学病院中の上位2～5位に常
にランキングされている。このランキングを1位にし
たい。そのためには、情報誌、の内容の転載が不可欠で
ある。
　当院のホームページのページビュー数は、平成18
年1月に全面改訂して以来、右肩上がり推移し、改訂
前の約50パーセント増となっている。診療科斗情報
誌の刊行、その内容のホームページへの転載、また診
療科ごとの情報発信などを集中的に実施して東京医
科大学病院発の情報の量と質の向上をはかり、ブラン
ドカの強化への道筋をつける。
　こうした広報活動を継続的に実施して、東京医科大
学病院の「信頼」を揺るぎないものにしていきたい。
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　各キャンパスにおける安全管理に対する現状につ
いて述べられ、参加された各施設の方々との意見交換
がなされたことは、大変に有意義であったと感じてい
ます。
　このシンポジウムの中で今後の対策として必要な
ことは情報の伝達が十分に行われるためには、安全管
理組織の確立と実行、並びに医学生に対する安全管理
教育の必要性が挙げられた。組織については、既に決
定されてはいるが、実際の動きを行うことが早急の課
題であり、医学生教育についてはカリキュラムへの組
込みがひつようである。又、総体的に安全に対する認
識は少なく、これをどのようにして意識させるかが大
きな問題と言える。
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